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応 用 物 理 学 会 創 立 8 0 周 年 ・ J J A P 創 刊 5 0 周 年 記 念 事 業  

MRS 20 12S 合 同 シ ン ポ ジ ウ ム の 終 了 に つ い て  

 東 京 大 学  大 学 院 工 学 系 研 究 科  和 田  一 実  

 

1 .は じ め に  

 平 成 2 4年 ４月 ８日 か ら 同 1 3日 に米 国 カ リフ ォ ルニ ア 州 サン フ ラ

ンシ ス コ 市で 開 催さ れ た 米国 材 料科 学 会  ( M a t e r i a l s  R e s e a r c h  S o -

c i e t y :  M R S )  に おい て ， 本学 会 は 標 記 記 念事 業 の一 環 と して 11の合

同 シ ン ポ ジウ ム を開 催 し た． 報 告者 は ミ ーテ ィ ング チ ェ アと し て企

画 ・ 運 営 に加 わ った ． 以 下に 合 同シ ン ポ ジウ ム の全 体 お よび 個 別概

要を 紹 介 する ． 統計 的 に は ， シ ンポ ジ ウ ム数 は 5 4  ( Aか ら C C C )， 参

加者 数 は 5 4 6 0名 と ，いず れ も M R S春季 大 会 史上 の 最多 記 録 を更 新 し

た． ま た ，本 学 会と の 合 同シ ン ポジ ウ ム 数の 全 シン ポ ジ ウム に 占め

る割 合 は 1 / 5  (全 体の 2 0 % )  で ある が ， 開 催 され た チュ ー ト リア ル の

うち 合 同 シン ポ ジウ ム に よる も のは 8件  (同 5 7 % )，シ ン ポ ジウ ム 間

の合 同 セ ッシ ョ ンの う ち 合同 シ ンポ ジ ウ ムと の もの は 2件  (同 3 3 % )  

など に 示 され る よう に ， 本学 会 の貢 献 は 極め て 大き い ． さら に ，シ

ンポ ジ ウ ム参 加 者の ピ ー ク数 で は今 回 の M R Sに おけ る ト ップ 3に 入

る快 挙 を 達成 し た合 同 シ ンポ ジ ウム も あ り ，一 方，従 来 の M R S大会

にな か っ た新 分 野を 取 り 上げ た 合同 シ ン ポジ ウ ムも 多 か った ． これ

らよ り ，今 回 の M R Sは本 学 会 が記 念事 業 の 一環 と して 単 に その 場 を

借り た も ので は なく ， 海 外の 有 数な 学 会 と有 機 的互 恵 関 係を し っか

りと 構 築 した も のと な り ， 結 果 とし て 本 学会 の アク テ ィ ビテ ィ を広

く海 外 に アピ ー ルし た と い う こ とが で き る． プ レナ リ ー 講演 に は ，

本学 会 フ ェロ ー であ る 北 澤宏 一 氏  (日 本 科 学技 術振 興 財 団 )  が 選出

さ れ ， 東 日本 大 震災 と そ の復 興 に関 す る 講演 を 行い ， 日 本の 現 状と

科学 技 術 を復 興 に役 立 て よう と する 姿 勢 を明 瞭 に理 解 で きた と 参加

者か ら 高 い賞 賛 を受 け た ． さ ら に， 本 学 会か ら 全  ( 1 1 )  合 同 シ ンポ

ジウ ム へ 合計 で 9 9 0万円 ， お よび 申請 し 審 査に 残 った 若 手 会員 3 6名

に 3 5 1 . 3百万 円 が それ ぞ れ 支援 さ れた こ と も会 議 の成 功 に 弾み を つ

けた ．こ れ も ，標 記記 念 事 業の た め ，会員 の ため の オー プ ン な企 画 ・

推進 を い ただ い た石 原 宏 氏  (元 会長 )，白木 靖 寛 氏  (前 会 長 )，お よび
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小長 井 誠 氏  (現 会長 )  を は じめ とす る 本 学会 関 係諸 氏 の ご協 力 の賜

であ り ， 会員 に 代わ り こ こ に 厚 く感 謝 す る．  

 ミ ー テ ィン グ は ， ① E l e c t r o n i c s  a n d  P h o t o n i c s，② M a t e r i a l s  

S c i e n c e  a n d  M a t e r i a l s  C h e m i s t r y  f o r  E n e r g y， ③ N a n o s t r u c t u r e d  

M a t e r i a l s  a n d  D e v i c e s， ④ B i o l o g i c a l， B i o m e d i c a l， a n d  B i o -  

i n s p i r e d  M a t e r i a l s，およ び  ⑤ G e n e r a l  M a t e r i a l s  S c i e n c eの５ つ の

シン ポ ジ ウム ク ラス タ か らな る ．詳 細 は ， h t t p : / / w w w . m r s . o r g / s 1 2  

- c f p /を参 照 さ れ たい ． ク ラス タ ①に は ， B  ( H e t e r o g e n e o u s  I n t e -

g r a t i o n  C h a l l e n g e s  o f  M E M S， S e n s o r， a n d  C M O S  L S I )，  

E  ( M a t e r i a l s  a n d  P h y s i c s  o f  E m e r g i n g  N o n v o l a t i l e  M e m o r i e s )，  

G  ( R e l i a b i l i t y  a n d  M a t e r i a l s  I s s u e s  o f  I I I - V  a n d  I I - V I  S e m i -

c o n d u c t o r  O p t i c a l  a n d  E l e c t r o n  D e v i c e s  a n d  M a t e r i a l s  I I )，  

I  ( R e c e n t  A d v a n c e s  i n  S u p e r c o n d u c t o r s， N o v e l  C o m p o u n d s， a n d  

H i g h - T c  M a t e r i a l s )， K  ( A d v a n c e d  M a t e r i a l s  a n d  P r o c e s s e s  f o r  

“ S y s t e m s - o n - P l a s t i c ” )， お よび L  ( G r o u p  I V  P h o t o n i c s  f o r  S e n s i n g  

a n d  I m a g i n g )， クラ ス タ ③に は ， A A  ( I n o r g a n i c  N a n o w i r e s  a n d  

N a n o t u b e s – S y n t h e s i s， P r o p e r t i e s， a n d  D e v i c e  A p p l i c a t i o n s )，

E E  ( N e w  F u n c t i o n a l  N a n o c a r b o n  D e v i c e s )，H H  ( N a n o c o m p o s i t e s，

N a n o s t r u c t u r e s， a n d  H e t e r o s t r u c t u r e s  o f  C o r r e l a t e d  O x i d e  

S y s t e m s )，お よ び I I  ( N a n o s c a l e  M a t e r i a l s  M o d i f i c a t i o n  b y  P h o t o n，

I o n， a n d  E l e c t r o n  B e a m s )， な ら びに ク ラ スタ ④ には W W  ( P l a s m a  

P r o c e s s i n g  a n d  D i a g n o s t i c s  f o r  L i f e  S c i e n c e s )が 採択 さ れ ，活 発 な

議論 が 進 めら れ た． 以 下 に各 シ ンポ ジ ウ ムの 概 要を 示 す ．  

 

2 . M R S - J S A P 合 同 シ ン ポ ジ ウ ム の 概 要  

シ ン ポ ジ ウ ム B  ( H e t e r o g e n e o u s  I n t e g r a t i o n  C h a l l e n g e s  o f  

M E M S ,  S e n s o r ,  a n d  C M O S  L S I ) ;  K .  M a s u  ( T o k y o  I n s t .  T e c h . ) ,  K .  

S a w a d a  ( T o y o h a s h i  U n i v .  o f  T e c h . ) ,  H .  T o s h i y o s h i  ( U n i v .  o f  T o -

k y o ) ,  B .  C h a r l o t  ( U n i v .  M o n p t e l l i e r ) ,  A .  P i s a n o  ( U C B ) .   

 本 学 会 集積 化 M E M S 技 術 研究 会が 中 心 とな り ，M E M S 技 術 と L S I

技 術 と の 融 合 に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム を 企 画 し た ． こ れ ら は ， M o r e  

t h a n  M o o r e の 1 つの 重 要 な解 とし て 期 待さ れ てお り ， 半導 体 産業
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の次 の ビ ジネ ス キー デ バ イス と して 研 究 開発 が 活発 化 し てい る ．ア

ジ ア ，米 国 ，欧 州 から の 多 くの 研 究者 に よ り ，招 待講 演 を 含め て 5 8

件の 質 が 高い 発 表が 行 わ れた  ( 3 0 件： 日 本 ， 1 5 件： 米 国 ， 1 3 件 ：

そ の ほ か  (中国 ，韓国 ，英 国 ，オ ラ ンダ ほ か ) ) .  M E M S 技 術と の「 異

種機 能 集 積化 」 につ い て は ， 多 くの 研 究 課題 が 顕在 化 し てお り ，本

シン ポ ジ ウム に おい て は ， 応 用 ，材 料 ， プロ セ ス ， デ バ イス ， 実装

技 術 な ど の８ つ のオ ー ラ ルセ ッ ショ ン と 1 つ の ポス タ ー セッ シ ョン

で議 論 を 行っ た ．特 に U C  I r v i n e の G .  P.  L i 教 授 によ る 招 待講 演 で

は ， 異 種 機能 集 積化 を 従 来の 微 細加 工 技 術を 用 いる の で はな く ，よ

り量 産 化 ，低 価 格化 を 見 据え た ラミ ネ ー ト技 術 によ る M E M S，セン

サ集 積 化 プロ ジ ェク ト の 紹 介 が あり ， 産 業化 を 見据 え た 開発 が 米国

で進 ん で いる こ とが う か がえ た ． (東 京 工大 ・ 益 一哉 記 )  

  シ ン ポ ジ ウ ム E  ( M a t e r i a l s  a n d  P h y s i c s  o f  E m e r g i n g  N o n v o l a -

t i l e  M e m o r i e s ) ;  Y .  F u j i s a k i  ( H i t a c h i  L t d ) ,  P .  D i m i t r a k l s  ( N C S R ) ,  

E .  T o k u m i t s u  ( T o k y o  I n s t .  T e c h ) ,  M .  K o z i c k i  ( A r i z o n a  S t a t e  

U n i v . ) .  

 シ ン ポ ジウ ム E は 2 0 0 4 年 M R S  F a l l  M e e t i n g に端 を 発 する 半 導

体不 揮 発 メモ リ を議 論 す る企 画 で始 ま り ，2 0 0 6 年か ら は 春の サ ンフ

ラン シ ス コに 場 所を 移 し 2 0 0 7 年 ， 2 0 0 8 年 ， 2 0 1 0 年 ， 2 0 11 年 に 開

催 し ，今 回 2 0 1 2 年で 7 回目 の 開 催で あ る ．今年 は 1 7 の 招待 講 演 を

含 む 1 2 7 の 論 文  (口頭 発 表 7 0， ポス タ ー 5 7 )  が ， 11 セ ッシ ョ ン で

発表 さ れ た ． 本 シン ポ ジ ウム は ，近 年 M R S の 全シ ン ポ ジウ ム 中投

稿論 文 数 が上 位 5 の常 連 と なり ，この 分 野 の活 気 が証 明 さ れて い る ．

近年 特 に 目立 つ R e R A M が 発 表総 数の 約 半 数を 占 め ， 実 用 化直 近 か

の熱 気 を 感じ た ．その ほ か F e R A M，P C R A M，M R A M，新 型 F l a s h，

有機 メ モ リ関 連 の論 文 が 発表 さ れ ， こ れ らの 技 術も 大 き な進 歩 を遂

げて い る ．本 年 は 応 用 物 理学 会 との 共 催 とな り ，日 本 か らの 投 稿も

増 え ， 今 後プ レ ゼン ス の 増大 が 期待 で き るい い 機会 と な った ． 今後

と も 応 用 物理 学 会 の 協 力 も得 な がら 日 本 から の 寄与 増 加 を期 待 した

い ． (日 立・ 藤 崎 芳久 記 )  

シ ン ポ ジ ウ ム G  ( R e l i a b i l i t y  a n d  M a t e r i a l s  I s s u e s  o f  I I I - V  a n d  

I I - V I  S e m i c o n d u c t o r  O p t i c a l  a n d  E l e c t r o n  D e v i c e s  a n d  M a t e r i a l s  
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I I ) ;  O .  U e d a  ( K a n a z a w a  I n s t .  Te c h ) ,  M .  F u k u d a  ( To y o h a s h i  I n s t .  

Te c h . ) ,  K .  S h i o j i m a  ( F u k u i  U n i v. ) ,  E .  P i n e r  ( Te x a s  S t a t e  U n i v. ) .  

本シ ン ポ ジウ ム は ， 2 0 0 9 年の F a l l  M e e t i n g 以 来 ， 2 回 目 の開 催

であ る ．シン ポ ジ ウム に 先 立ち ，チ ュー ト リ アル“ M a t e r i a l s  I s s u e s  

a n d  R e l i a b i l i t y  o f  G a N - R e l a t e d  O p t i c a l  a n d  E l e c t r o n  D e v i c e s  a n d  

M a t e r i a l s” を 4 名の 講 師 によ り 行っ た が 大変 盛 況で あ っ た ． シ ン

ポジ ウ ム では ， 招待 論 文 1 6 件 ， 一般 講 演 7 3 件  (オー ラ ル 5 2 件 ，

ポス タ ー 2 1 件 )， 合計 8 9 件  (シ ン ポジ ウ ム I I と の ジョ イ ン トセ ッ

ショ ン 論文 5 件 を含 む )  と 前回 とほ ぼ 同 数で あ った ． セ ッシ ョ ンで

は ，I I I - V 化 合物 系発 光 デ バイ ス およ び I I I - V ナ イト ラ イ ド系 電 子デ

バイ ス の 信頼 性 に関 す る 招待 論 文が 非 常 に興 味 深か っ た ．な お ，本

シン ポ ジ ウム か らの J J A P 特 集 号へ の 掲 載論 文 は 3 編 ， M R S  

S y m p o s i u m  P r o c e e d i n g s へ の掲 載 論文 は 2 5 編 で あ った ． (金沢 工

大・ 上 田 修記 )  

シ ン ポ ジ ウ ム I  ( R e c e n t  A d v a n c e s  i n  S u p e r c o n d u c t o r s， N o v e l  

C o m p o u n d s ， a n d  H i g h - T c  M a t e r i a l s ) ;  J .  S h i m o y a m a  ( U n i v .  o f  

T o k y o ) ,  E .  H e l l s t r o m  ( F l o r i d a  S t a t e  U n i v . ) ,  M .  P u t t i  ( U n i v .  o f  

G e n o v a ) ,  K .  M a t s u m o t o  ( K y u s h u  I n s t .  T e c h . ) ,  T .  K i s s  ( K y u s h u  

U n i v . ) .  

本 学 会 超 伝 導 分 科 会 メ ン バ ー が 中 心 と な っ て 本 シ ン ポ ジ ウ ム を

企画 し ，新物 質 探 索 ，新 規 材料 開 発 ，材 料 特 性向 上 な ど ，広 く 物 質 ・

材料 に 関 わる 超 伝導 研 究 の最 先 端を 扱 っ た ． 日 米欧 そ し て韓 国 から

1 0 0 件の 発表 が あり ， 会 期一 杯 にわ た っ て行 わ れた 口 頭 発表 セ ッシ

ョ ン ， ポ スタ ー 賞受 賞 発 表を 含 む質 の 高 いポ ス ター セ ッ ショ ン では

熱い 議 論 が展 開 され た ．米国 で はこ の 1 ~ 2 年 ，銅酸 化 物 高温 超 伝導

材料 の 研 究費 が 大幅 に 縮 小さ れ たも の の ，新 規 応用 や 新 材料 開 発に

関す る 研 究は 活 発で ， 一 方 ， 欧 州で は 基 礎的 な 材料 科 学 研究 に 重心

を置 く 姿 勢が 続 けら れ て いる 印 象を 受 け た ． 日 本は 新 物 質探 索 ，材

料開 発 に おい て トッ プ の レベ ル を維 持 し てお り ，そ の 背 景に 継 続性

の高 い プ ロジ ェ クト と 研 究者 層 の厚 さ が ある こ とが 再 認 識で き た ．

(東 京 大 ・下 山 淳 一記 )  

シ ン ポ ジ ウ ム K  ( A d v a n c e d  M a t e r i a l s  a n d  P r o c e s s e s  f o r  “ S y s -
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t e m s - o n - P l a s t i c ” ) ;  T .  S o m a y a  ( U n i v .  o f  T o k y o ) ,  A . C .  A r i a s  ( U C B ) ,   

I .  M c C u l l c h  ( I n p e r i a l  C o l l e g e， L o n d o n ) ,  T .  T a k e n o b u  ( W a s e d a  

U n i v . ) .  

本 学 会 有 機 分 子 ・ バ イ オ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 分 科 会  ( M & B E )  メ ン

バー が 中 心と な って 本 シ ンポ ジ ウム を 企 画し た ．デ バ イ スや 多 様な

機能 を プ ラス テ ィッ ク フ ィル ム に集 積 化 する た めの 材 料 やプ ロ セス

に関 す る 最先 端 の研 究 報 告が な され た ． 1 5 1 件  (含 招 待 講 演 1 6 件 )

の発 表 が あり ，活 発な 議 論 が行 わ れた ．特 に ，本 学 会員 の 発 表で は ，

M & B E が 世 界 を リ ー ド す る 有 機 エ レ ク ト ロ ニ ク ス や バ イ オ エ レ ク

トロ ニ ク スに 関 する 報 告 が多 数 行わ れ た ．プ ラ ステ ィ ッ クフ ィ ルム

上に 高 度 な集 積 化さ れ た シス テ ムの 応 用 とし て ，フ レ キ シブ ル ディ

スプ レ イ を含 む 最先 端 I T 技 術 のみ な ら ず ， 医 療機 器 や バイ オ 応用

など 多 方 面の 可 能性 が 示 され て おり ，今後 の 進 展 から 目 が 離せ な い ．

(東 京 大 ・染 谷 隆 夫記 )  

シ ン ポ ジ ウ ム L  ( G r o u p  I V  P h o t o n i c s  f o r  S e n s i n g  a n d  I m a g i n g ) ;  

K .  O h a s h i  ( N E C ) ,  R . A .  S o r e f  ( U n i v .  o f  M a s s，B o s t o n ) ,  G .  R o e l k e n s  

( G h e n t  U n i v . ) ,  H .  M i n a m i d a  ( R I K E N ) ,  Y .  I s h i k a w a  ( U n i v .  o f  

T o k y o ) .  

 G r o u p  I V  P h o t o n i c s は S i フ ォ トニ ク ス と同 義 語で 使 わ れる こ と

が多 い．し か し第 四族 元 素 には S i や G e の ほ かに C も 含ま れ る こ と

か ら ， 本 シン ポ ジウ ム で はナ ノ カー ボ ン も含 む 広範 な 領 域を カ バー

する 内 容 の講 演 が行 わ れ た． R o c h e s t e r 大 学の P.  M .  F a u c h e t 教 授

に は S i フ ォト ニ クス と そ のセ ン シン グ 応 用に つ き ，ス ウ ェ ーデ ン 王

立研 の G .  M a l m 博士 に は S N R に つき チ ュ ート リ アル 講 演 をし て い

ただ い た ．生 物・化 学 セ ンシ ン グに つ い ては ， S i フォ トニ ク ス と 流

路チ ッ プ を組 み 合わ せ た 完成 度 の高 い 発 表が 多 いこ と が 注目 さ れた ．

カー ボ ン ナノ チ ュー ブ や グラ フ ェン を T H z 分 野 に用 い る 発表 も 多

くあ っ た が ， S i / G e ボ ロメ ー タ の 改良 に つ いて も 目覚 ま し いも の が

み ら れ た ． ( N E C・大 橋 啓 之記 )  

シ ン ポ ジ ウ ム A A  ( I n o r g a n i c  N a n o w i r e s  a n d  N a n o t u b e s -  

S y n t h e s i s ,  P r o p e r t i e s ,  a n d  D e v i c e  A p p l i c a t i o n s ) ;  J .  M o t o h i s a  

( H o k k a i d o  U n i v . ) ,  L .  J .  L a u h o n  ( N o t h w e s t e r n  U n i v . ) ,  D .  W a n g  
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( U C S D ) ,  T .  Y a n a g i d a  ( O s a k a  U n i v . ) .  

 ナ ノ ワ イヤ と いう 世 界 的に 広 がり を み せて い る研 究 領 域だ け に ，

2 5 0 件以 上 の非 常に 多 く のア ブ スト ラ ク トの 投 稿が あ り ，良 い 意味

でセ ッ シ ョン 構 成の 編 成 に悩 む こと が で きた ． 招待 講 演 では ， 世界

で初 め て ナノ ワ イヤ デ バ イス を 提案 さ れ た比 留 間氏  (日 立 )  やリ ー

バー 教 授  (ハー バー ド 大 )  を筆 頭に 本 分 野を 牽引
けんいん

さ れて い る 研究 者

の方 々 に 講演 を 行っ て い ただ い た． 会 場 には 常 に多 く の 聴衆 と 活発

な意 見 交 換が 行 われ ， 本 研究 分 野の 活 発 な状 況 が う か が えた ． 本研

究分 野 の 特徴 の 1 つと し て ，従 来 の異 な る 材料 間 の垣 根 を 乗り 越 え

た研 究 成 果が 多 いこ と が 挙げ ら れる ． 異 種材 料 群を ナ ノ ワイ ヤ とい

う舞 台 の 上で 融 合す る こ とに よ り ， エ ネ ルギ ー 問題 の よ うな 現 代社

会が 抱 え る根 源 的な 問 題 に果 敢 に挑 戦 す る研 究 発表 が 多 々見 受 けら

れ た ． ま た， ポ スタ ー セ ッシ ョ ンに お い て本 セ ッシ ョ ン から B e s t  

P o s t e r  Aw a r d が 選出 さ れ たこ と も合 同 セ ッシ ョ ンの オ ー ガナ イ ー

ザー と し て嬉 し いニ ュ ー スで あ った ． (大阪 大 ・ 柳 田 剛 ，北 海 道 大 ・

本久 順 一 記 )  

シ ン ポ ジ ウ ム E E  ( N e w  F u n c t i o n a l  N a n o c a r b o n  D e v i c e s ) ;  K .  

M a t s u m o t o  ( O s a k a  U n i v . ) ,  Y .  H o n m a  ( T o k y o  U n i v .  o f  S c i e n c e ) ,  J .  

A p p e n s e l l e r  ( P u r d u e  U n i v . ) ,  E .  I .  K a u p p l n e n  ( A a l t o  U n i v . ) .  

 ナ ノ カ ーボ ン セッ シ ョ ンは ，日本 側 と 米国 側 で 2 つ のシ ン ポ ジウ

ムが 開 催 され ， 日本 側 が デバ イ ス応 用 ， 米国 側 が成 長 技 術の 内 容で

あっ た ．デ バイ ス応 用 では 1 4 0 件の ，成 長 技術 では 2 0 0 件の 投 稿が

あ り ，ナノ カ ー ボン 全 体で 2 4 0 件余 り の 投稿 で あっ た ．日 本 か らデ

バイ ス 応 用へ の 投稿 は 2 0 件 近 くに の ぼ った ． シン ポ ジ ウム は チュ

ート リ ア ル ， 合 同の プ レ ナリ ー ，一 般 講 演 ， ポ スタ ー か ら構 成 し ，

月曜 日 の 朝か ら 金曜 日 の 夕刻 ま で丸 一 週 間を 利 用し た ． 本シ ン ポジ

ウム の 特 長は ， 午前 は グ ラフ ェ ン ， 午 後 はナ ノ チュ ー ブ と両 者 が相

互に イ ン ター ラ クシ ョ ン で き る よう に セ ッシ ョ ンを 配 置 し ， 両 物質

の得 失 を 比 較 で きる よ う にし た 点で あ る ．  

 チ ュ ー トリ ア ルは 月 曜 日の 午 前に ， グ ラフ ェ ンと ナ ノ チュ ー ブの

基礎 か ら 応用 ま でを 取 り 上げ ， グラ フ ェ ンの 講 師 は P u r d u e 大 学の

A p p e n z e l a r 教 授 に ，ナ ノチ ュ ーブ は名 大 の 大野 准 教授 に お 願い し た ．
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聴講 者 は 多い と きは 1 0 0 名を 超 え，立 ち見 が 出 るほ ど で あり ，質問

も米 国 ら しく 基 礎か ら 高 度な 内 容ま で ， 多々 百 出し て い た ．  

 シ ン ポ ジウ ム 内プ レ ナ リー セ ッシ ョ ン は初 日 月曜 日 の 午後 に 開催

し ， グ ラ フェ ン のデ バ イ ス応 用 とし て I B M の P.  Av o u r i s に ， 実 験

物理 と し てコ ロ ンビ ア 大 学 の P.  K i m に， 理 論物 理と し て 東工 大 の

安藤 恒 也 教授 に ご講 演 を お願 い した ． こ のプ レ ナリ ー も 大変 好 評で

あ り ，多い と き は 2 0 0 名 以上 で 立ち 見 が 出る ほ ど盛 況 で あり ，米国

のグ ラ フ ェン 研 究の 関 心 の高 さ をう か が わせ て いる ．  

グラ フ ェ ンの ト ピッ ク ス では 非 常に 面 白 い こ と に， グ ラ フェ ン は

状態 密 度 が低 い ため に ， オー ミ ック 金 属 電極 の 直下 で さ えも 抵 抗が

変化 す る こと が ，米国 と 日 本か ら 同時 に 発 表さ れ 注目 を 浴 びて い た ．

ナノ チ ュ ーブ の トピ ッ ク スは ， 多数 の ナ ノチ ュ ーブ を 利 用し た 薄膜

トラ ン ジ スタ や その 回 路 応用 ， セン サ 応 用 ， 太 陽電 池 応 用で あ り ，

グラ フ ェ ンと の 比較 が 今 後の 課 題で あ ろ う ．  

 グ ラ フ ェン ， ナノ チ ュ ーブ と も日 米 で 非常 に 活発 に 研 究展 開 され

てい る 様 子が 本 シン ポ ジ ウム で 明確 に な り ， 今 後の 発 展 が大 い に期

待さ れ る とこ ろ であ る ． (大 阪 大 ・松 本 和 彦記 )  

シ ン ポ ジ ウ ム H H  ( N a n o c o m p o s i t e s ,  N a n o s t r u c t u r e s ,  a n d   

H e t e r o s t r u c t u r e s  o f  C o r r e l a t e d  O x i d e  S y s t e m s ) ;  T.  E n d o  ( M i e  

U n i v. ) ,  N .  I w a t a  ( N i h o n  U n i v. ) ,  H .  N i s h i k a w a  ( K i n k i  U n i v. ) ,  A .  

B h a t t a c h a r y a  ( A r g o n .  N a t i o n a l  L a b . ) ,  L .  M a r t i n  ( U n i v.  I l l i n o i s ) .  

論文 発 表 件数 は 極め て 多く 1 8 0 件で あ り ，口 頭 発表 に は 毎日 朝 か

ら夕 方 まで 4 日 間に わ た り多 く の参 加 者 を得 ，ポス タ ー 発表 で も最

新科 学 に おけ る 激論 が 戦 わさ れ た ． そ れ に先 だ って チ ュ ート リ アル

( O x i d e  H e t e r o s t r u c t u r e s  a n d  N a n o s t r u c t u r e s )  が 設け ら れ た ． ど

ちら も 友 好的 な 雰囲 気 に 包ま れ ，そ れ に よっ て 発表 者 と 満員 の 聴衆

との 間 で 腹蔵 無 く 活 発 な 議論 が 交わ さ れ た ． 酸 化物 ヘ テ ロ構 造 体と

ナノ 材 料 はど ち らも 表 面 ・界 面 ・境 界 を うま く 利用 し て いる も ので

ある が ， それ が より 高 い 機能 と 新し い 物 性を 実 現し て い る ． こ のシ

ンポ ジ ウ ムで は 両分 野 か ら研 究 者を 集 め ，両 者 の間 の 新 しい 相 互啓

発と 協 力 関係 を 抽出 す る こと を 狙い と し た ． こ の結 果 ， 多く の 優れ

た論 文 が 発表 さ れた が ， その 内 以下 の よ うな 発 表が ハ イ ライ ト であ
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っ た ． 点 欠陥 や 面欠 陥 に よる 局 所変 形 が 弾性 的 ・分 極 的 ・磁 気 的物

性に 及 ぼ す効 果 ， マ ル チ フェ ロ イッ ク E u Ti O 3 の 磁気 的 性 質の 歪 み

変形 と 構 造へ の 依存 性 ，室 温 磁気 -電 気 効 果を 示 す 材料 の 探 索 ，L A O /  

S T O ヘ テロ 構 造 界面 の 磁 気応 答 や磁 気 構 造を 調 べる た め の分 極 中

性子 反 射  (これ はこ の 系 で発 見 され た 磁 性を 明 らか に で きる 技 法と

な る )，将 来の 応 用に 有 望 な反 強 磁性 秩 序 を表 す ダブ ル ペ ロブ ス カイ

ト構 造 薄 膜の 合 成 ．  

 今 回 シ ンポ ジ ウム・オ ー ガ ナ イザ を 担 当す る こと に よ って ，M R S

の強 力 な 組織 力 と適 切 な オー ガ ナイ ザ 支 援に 感 動し た ．M R S 会 議の

歴史 上 ，最 も 多 い参 加 者 があ り ，我 々の 1 8 0 件 に及 ぶ 発 表を 全 て収

容で き る 会議 場 を確 保 し てく れ た努 力 に も感 謝 した い ．ま た，M R S -  

P r o c e e d i n g s に は 4 3 件 の投 稿 ， J J A P S p e c i a l  I s s u e に は 1 7 件 の 投

稿が あ っ た ． 抜 群の 投 稿 数を 得 たの で ， 次回 の 合同 会 議 でも 我 々の

継続 提 案 シン ポ ジウ ム が 応用 物 理学 会 の 国際 化 に大 き く 貢献 で きる

もの と 確 信す る ． (三 重 大・ 遠 藤 民生 記 )  

シ ン ポ ジ ウ ム I I  ( N a n o s c a l e  M a t e r i a l s  M o d i f i c a t i o n  b y  P h o t o n ,  

I o n ,  a n d  E l e c t r o n  B e a m s ) ;  Y .  S h i n o z u k a  ( W a k a y a m a  U n i v . ) ,  T .  

K a n a y a m a  ( N a t i o n a l  I n s t .  o f  A d v .  I n d u s t .  S c i .  a n d  T e c h . ) ,  R .  F .  

H a g l u n d  J r .  ( V a n d e r b i l t  U n i v . ) .  

 こ れ ま での 励 起ナ ノ プ ロセ ス 研究 の 歴 史と 現 状を 参 加 者に 伝 え ，

本 シ ン ポ ジウ ム の趣 旨 を 広く 理 解し て も らう た めに ， チ ュー ト リア

ル  (各 １ 時 間 半 )  を 設 け た ． 実 験 面 に つ い て は 阪 大 産 研 の 谷 村 克 己

氏に 理 論 面で は A .  S h l u g e r 氏 に 引き 受 け てい た だい た ．シ ン ポジ ム

G との ジ ョイ ン トセ ッ シ ョン を 設け た ． 本学 会 から の 支 援の ほ かに

C R E S T E C  C O R P O R AT I O N と To k y o  I n s t r u m e n t s， I n c .か らご 援 助

をい た だ くこ と がで き た ．  

 当 シ ン ポジ ウ ムへ は 約 7 0 ほ どで あ り ，日 本 から の 投 稿に 比 して

海外 か ら の投 稿 が多 く ， 本学 会 側か ら M R S に 新た な シ ーズ 提 供を

する こ と がで き た． 最 初 のセ ッ ショ ン の ５分 前 に座 長 の 特権 を 使っ

て ， 本 シ ンポ ジ ムの 企 画 意図 を 簡単 に 説 明し た ．そ の 際 ，俵 屋 宗達

の有 名 な 風神 雷 神図 を 使 って ， 我々 も 風 神に な って p a r t i c l e  (粒 子 )

を飛 ば し ，雷 神 にな っ て r a d i a t i o n  (光 )  を照 射 す るこ と で ，協 力 し
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な が ら 新 規 ナ ノ 加 工 技 術 を 創 成 し よ う と 披 露 し た ． 投 稿 論 文 は

t o p i c s に よっ て は そ の 数 にば ら つき が 多 く ，当初 は不 安 に 思っ た が ，

事 前 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で 我 々 の 意 図 を く み 取 っ て く だ さ っ た

i n v i t e d  s p e a k e r の充 実 し た講 演 とそ の 後 の活 発 な討 論 に よっ て ，企

画趣 旨 が 参加 者 に広 ま っ たの で はと 思 わ れる ．(和歌 山 大・篠 塚 雄 三

記 )  

シ ン ポ ジ ウ ム W W  ( P l a s m a  P r o c e s s i n g  a n d  D i a g n o s t i c s  f o r  L i f e  

S c i e n c e s ) ;  M .  H o r i  ( N a g o y a  U n i v . ) ,  A .  F r i d m a n  ( D r e x e l  U n i v . ) ,  N .  

R a b a s h i  ( H i t a c h i  L t d ) ,  P .  F a v i a  ( U n i v .  o f  B a r i ) ,  M .  S h i r a t a n i  

( K y u s h u  U n i v . ) .  

 プ ラ ズ マ分 野 に ， バ イ オ， 医 療， 農 業 への 展 開と い う 新し い 潮流

が生 ま れ よう と して い る ． し か しな が ら ，こ れ らの 成 果 は現 象 論的

であ り ， ばら ば らに 議 論 され て いる た め ，成 果 を統 括 し ，新 た な学

理と し て 体系 化 する よ う な議 論 の場 が な かっ た ．こ の よ うな 状 況を

鑑 み ， バ イオ ， 医療 ， 農 業な ど の領 域 を 「生 命 科学 」 と して 位 置づ

け ， 本 分 野に 「 プラ ズ マ の生 命 科学 へ の 展開 」 を意 図 し たセ ッ ショ

ンを 世 界 で 初 め て 創 る こ とが で きた ．プ ラ ズ マの みな ら ず ，M R S お

よび 応 用 物理 学 会に と っ ても 画 期的 な セ ッシ ョ ンと な っ た ． 講 演件

数 は 5 8 件で あ った ． プ ラズ マ と生 命 科 学の 融 合領 域 に 対し て ，物

理 学 ， 化 学， エ レク ト ロ ニク ス およ び マ テリ ア ルの 分 野 など の 多様

な学 問 領 域か ら の講 演 や 質疑 が 繰り 広 げ られ た ．特 に ， プラ ズ マと

材料 分 野 に ， 先 進分 子 生 物学 が 導入 さ れ て ， 諸 現象 を 解 明し て いく

よう な ア プロ ー チが 芽 生 え ， ま さに 新 学 術領 域 創成 が グ ロー バ ルに

行わ れ て いく 曙 を み る こ とが で きた ． こ のよ う な新 学 術 領域 に 対し

て ， チ ュ ート リ アル は 貴 重な ス クー ル の 機会 を 多様 な 分 野の 研 究者

や若 手 研 究者 に 与え る こ とに な り ， 非 常 に重 要 な役 割 を 演じ た ．今

後継 続 し てセ ッ ショ ン を 開催 し てい く こ とに よ って ， 我 が国 が 先導

して 本 領 域を 創 成し て い くこ と が重 要 で ある と 考え て い る ．(名 古屋

大・ 堀 勝 記 )  
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